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序骨
相
学
と
は
、「
頭
蓋
の
形
を
み
れ
ば
そ
の
人
の
性
格
や
精
神
的

特
性
が
わ
か
る
と
い
う
学
説
で
、
一
九
世
紀
前
半
の
欧
米
で
大
い
に

流
行
し
た
。
創
始
者
は
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
ウ
ィ
ー
ン
で
開
業
し
て
い

た
医
師
Ｆ
・
Ｊ
・
ガ
ル
」１ 
で
あ
る
。

近
代
日
本
は
西
洋
の
科
学
思
想
・
社
会
思
想
を
急
速
に
吸
収
し
て

い
っ
た
。
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
三
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

『
百
科
全
書
』２ 

に
は
す
で
に
骨
相
学
の
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
は

「
ジ
ュ
ー
セ
ツ
プ
ゴ
ー
ル
氏
の
発
明
セ
シ
所
ニ
テ
」「
各
異
ノ
才
知
ハ

脳
ノ
各
部
と
相
関
係
」
し
、「
外
部
ノ
記
標
ア
リ
テ
之
ヲ
表
示
ス
ル
ナ

ラ
ン
ト
」
し
た
学
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
は
長
谷
川
泰
、

幕
末
・
明
治
の
医
学
教
育
家
で
あ
る

３
。
そ
の
後
も
明
治
か
ら
昭
和

戦
前
期
に
か
け
て
の
骨
相
学
の
名
を
冠
し
た
書
物
は
、
現
在
（
二
〇

一
四
年
四
月
）
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
を
確
認
で
き
る
も
の
だ
け

で
も
一
七
点
（「
骨
相
」
だ
け
な
ら
ば
三
一
点
）
あ
り
、
人
口
に
膾
炙

し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
精
神
医
学
者
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
（
一
八
三
五
～

一
九
〇
九
）
に
よ
る
、
骨
相
や
顔
の
形
か
ら
「
生
来
性
犯
罪
者
」
を

見
分
け
る
、
犯
罪
者
の
医
学
的
・
人
類
学
的
研
究
も
大
正
時
代
に
紹

介
さ
れ
た

４
。

近
代
日
本
に
お
け
る
骨
相
学
の
受
容
は
、
そ
の
内
容
を
追
っ
て
ゆ

く
と
本
来
の
意
味
で
の
骨
相
（
脳
を
収
容
す
る
脳
頭
蓋
）
の
形
を
み

る
と
い
う
方
法
を
離
れ
、
顔
の
形
か
ら
人
の
内
面
を
知
る
「
人
相
術
」

文
学
の
中
の
「
骨
相
学
」

鈴

木

優

作

―
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
か
ら
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と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
よ
り
世
俗
的
な
知
識
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ

う
し
た
俗
流
の
「
骨
相
学
」
が
さ
ら
に
世
界
の
人
種
観
と
混
ぜ
合
わ

さ
り
、
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
に
登
場
す
る
。
拙
論
で
は

『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
に
お
け
る
「
骨
相
学
」
の
同
時
代
と
の
相
関
関

係
に
照
準
を
合
わ
せ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を

論
じ
た
い
。

『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
は
一
九
三
五
年
一
月
に
松
柏
館
書
店
か
ら

発
行
さ
れ
た
書
き
下
ろ
し
単
行
本
で
あ
り
、
夢
野
久
作
畢
生
の
大
作

で
あ
る
。
以
下
概
略
。

舞
台
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
の
九
州
帝
国
大
学
精
神
病
科
。

「
私
」
は
時
計
の
音
を
聞
き
目
を
覚
ま
す
が
、
自
分
が
誰
で
い
つ
ど
こ

に
い
る
の
か
を
思
い
出
せ
な
い
。
隣
室
か
ら
は
「
私
」
の
許
嫁
で
従

妹
だ
と
い
う
少
女
が
泣
き
叫
ん
で
い
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
法
医

学
教
授
の
若
林
鏡
太
郎
博
士
が
現
れ
、
そ
の
部
屋
が
精
神
病
院
の
一

室
で
あ
る
こ
と
を
「
私
」
に
告
げ
る
。
ま
た
、「
私
」
が
空
前
絶
後
の

怪
事
件
に
関
係
し
て
お
り
、
自
分
の
記
憶
を
回
復
す
る
こ
と
が
そ
の

事
件
の
解
決
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
も
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
怪
事

件
と
は
、
従
妹
と
結
婚
式
を
挙
げ
る
予
定
で
あ
っ
た
青
年
が
許
嫁
で

あ
る
従
妹
を
絞
殺
し
た
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
私
は
何
度
も
意
識

を
取
り
戻
し
て
は
ま
た
夢
遊
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
ら
し
い
。

「
私
」
の
記
憶
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
若
林
は
精
神
病
科
内
の
様
々

な
場
所
に
「
私
」
を
案
内
し
、
見
学
さ
せ
る
。「
私
」
は
『
ド
グ
ラ
・

マ
グ
ラ
』
と
い
う
若
い
精
神
病
患
者
が
書
い
た
物
語
を
発
見
す
る
。

そ
し
て
「
私
」
は
精
神
病
科
の
前
任
者
で
あ
っ
た
故
・
正
木
敬
之
博

士
の
遺
し
た
書
類
に
興
味
を
示
す
。
そ
れ
ら
は
、
精
神
病
院
は
こ
の

世
の
地
獄
で
あ
る
と
う
た
っ
た
「
キ
チ
ガ
イ
外
道
祭
文
」、「
地
球
表

面
は
狂
人
の
一
大
解
放
治
療
場
」
な
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
新
聞
記
事
、

人
間
が
物
を
考
え
て
い
る
の
は
脳
髄
で
は
な
く
細
胞
で
あ
る
と
語
っ

た
「
絶
対
探
偵
小
説　

脳
髄
は
物
を
考
え
る
処
に
非
ず
」
と
い
う
談

話
記
事
、
胎
児
は
生
物
が
進
化
し
て
き
た
過
程
を
夢
と
し
て
母
親
の

胎
内
で
見
て
お
り
、
単
細
胞
か
ら
動
物
、
人
類
の
祖
先
へ
と
至
る
記

憶
を
細
胞
に
刻
み
込
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
卒
業
論
文
「
胎
児

の
夢
」、
そ
し
て
ト
ー
キ
ー
映
画
形
式
で
遺
し
た
「
空
前
絶
後
の
遺
言

書
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
正
木
の
遺
し
た
文
書
を
「
私
」
が
読
み
終
え
る
と
、

自
殺
し
た
は
ず
の
正
木
が
「
私
」
の
目
の
前
に
現
れ
る
。
呉
一
郎
を

殺
人
犯
に
仕
立
て
上
げ
た
の
は
、
自
分
で
あ
る
と
正
木
は
言
う
。
正

木
と
若
林
は
学
生
時
代
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
二
人
は
呉
青
秀

と
い
う
変
態
性
欲
の
持
ち
主
の
子
孫
を
見
つ
け
、
そ
の
子
孫
の
男
子

が
見
る
と
心
理
遺
伝
か
ら
殺
人
を
犯
す
と
い
う
因
縁
の
絵
巻
物
の
存

在
を
知
る
。
正
木
は
若
林
を
出
し
抜
き
、
一
郎
の
母
か
ら
絵
巻
物
を
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手
に
入
れ
、
そ
れ
を
使
い
、
一
郎
に
罪
を
犯
さ
せ
て
心
理
遺
伝
と
い

う
自
説
を
証
明
す
る
。
だ
が
一
郎
は
正
木
の
息
子
で
あ
っ
た
。「
私
」

は
錯
乱
状
態
で
病
院
を
飛
び
出
し
、
町
を
彷
徨
う
。
病
院
に
戻
る
と

新
聞
が
あ
り
、
正
木
が
一
カ
月
前
に
自
殺
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

「
私
」
は
自
分
が
一
郎
な
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
夢
遊
状
態
で
幾
度

も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
か
、
何
も
解
決
せ
ぬ
混
迷
の

中
、
冒
頭
に
戻
る
よ
う
に
時
計
の
音
が
聞
こ
え
る
。

一　

骨
相
学
と
人
相
術

「
骨
相
学
」
の
登
場
す
る
場
面
は
、
正
木
の
「
空
前
絶
後
の
遺
言

書
」
の
一
部
で
あ
る
。
遺
言
書
に
は
、「
大
正
十
五
年
十
月
十
九
日
の

正
午
」
に
解
放
治
療
場
の
「
十
人
の
狂
人
た
ち
の
中
か
ら
、
思
い
も

か
け
ぬ
ス
バ
ラ
シ
イ
心
理
遺
伝
の
大
惨
劇
（
呉
一
郎
が
鍬
で
患
者
ら

五
名
を
殺
傷
・
稿
者
注
）
が
爆
発
」
し
て
、「
正
木
先
生
を
自
殺
の
決

心
に
ま
で
逐
い
詰
め
る
事
に
」
な
っ
た
次
第
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
事
件
の
犯
人
・
呉
一
郎
の
骨
相
学
的
解
釈
を
正
木
が
試
み
る
と

い
う
場
面
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
此
の
事
件
の
内
容
に
立
入
ま
す
る
に
先
立
つ
て
、

何
故
に
事
件
の
主
人
公
の
顔
を
、
斯
様
に
大
写
に
し
て
御
覧
に

入
れ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
ほ
か
の
理
由
で
も
御
座
い
ま
せ

ぬ
。
こ
の
少
年
の
骨
相
が
、
こ
の
事
件
の
根
本
を
支
配
致
し
て

居
り
ま
す
心
理
遺
伝
と
、
重
大
な
関
係
を
持
つ
て
居
る
か
ら
で

御
座
い
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
骨
相
学
と
申
し
ま
す
の
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、

ま
だ
純
正
な
科
学
と
は
申
し
兼
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
、
そ
の
中
の
或
る
部
分
々
々
は
、
確
か
に
実
際
と
一
致
す
る

こ
と
が
判
明
致
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
︙
（
略
）

「
心
理
遺
伝
」
と
は
、「
人
間
の
精
神
と
か
霊
魂
と
か
い
う
ヤ
ツ
は

要
す
る
に
、
そ
の
先
祖
代
々
の
動
物
や
人
間
か
ら
遺
伝
し
て
来
た
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
心
理
や
民
衆
心
理
な
ど
の
無
量
無
辺
の
集
ま
り
」

だ
と
い
う
正
木
博
士
の
学
説
で
あ
る
。
ま
た
正
木
に
よ
れ
ば
「
人
間

の
骨
相
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
先
祖
代
々
の
血
統
の
縮
図
」
で
あ
り
、

「
又
、
或
る
一
人
の
性
格
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
人
間
の
先
祖
代
々
の

精
神
生
活
の
凝
り
固
ま
り
と
も
考
へ
ら
る
」。
従
っ
て
骨
相
か
ら
先

祖
の
血
統
を
読
み
と
り
、
い
か
な
る
心
理
遺
伝
を
受
け
継
い
で
い
る

か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
心
理
遺
伝
」
と
い
う
作
中
の
理

論
を
現
実
の
骨
相
学
で
側
面
か
ら
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
御
承
知
の
通
り
︙
︙
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
骨
相
学
が
そ
の

よ
う
に
「
純
正
な
科
学
」
と
は
い
え
な
く
と
も
通
俗
科
学
と
し
て
常

識
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

当
時
の
「
骨
相
学
」
は
人
相
術
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
よ
り
世
俗
的

な
知
識
と
し
て
流
布
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
佐
々
木
高
明
『
骨
相
人
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相
術
講
話
』（
三
星
社
、
一
九
二
〇
）
の
目
次
に
は
「
上
停
相
訣　

中

停
相
訣　

下
停
相
訣　

血
色
相
訣　

眼
目
相
訣　

眉
毛
相
訣　

財
帛

相
訣　

法
令
相
訣　

人
中
相
訣　

口
唇
相
訣　

両
耳
相
訣　

頭
頂
相

訣　

結
喉
相
訣
」
と
い
っ
た
、
脳
頭
蓋
だ
け
で
な
く
顔
面
頭
蓋
も
含

む
世
俗
的
な
「
骨
相
学
」
と
並
ん
で
「
夫
婦
離
別
の
相　

三
赤
相
訣　

父
母
の
死
を
知
る
相　

火
難
の
相　

盗
難
の
相　

公
難
の
相　

水
難

の
相　

溺
死
の
相　

生
国
を
離
る
る
相　

病
人
の
相　

散
財
の
相　

運
気
を
観
る
相
」
と
あ
り
、
単
な
る
人
相
占
い
が
同
列
に
論
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
高
山
黙
泉
『
神
秘
人
相
と

骨
相
学
』
神
宮
館
、
大
東
社
、
一
九
三
五
）
に
も
言
え
る
。
こ
れ
は

佐
々
木
高
明
の
書
と
ほ
ぼ
同
じ
目
次
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
家
相

と
方
位
」「
九
星
」
と
い
う
目
次
が
さ
ら
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

書
は
同
内
容
の
も
の
が
異
な
る
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
一
九
三
七

年
に
も
再
版
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
新
聞
記
事
に
も
こ
う
し
た
骨
相
学
と
占
い
の
結
び
つ
き
は

見
て
と
れ
る
。
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
の
夕

刊
に
は
、
柴
原
剛
治
著
『
運
命
判
断
骨
相
の
神
秘
』（
実
業
之
日
本

社
）
の
広
告
が
『
生
れ
月
の
神
秘
』『
手
相
の
神
秘
』『
恋
愛
の
神
秘
』

『
人
相
の
神
秘
』『
姓
名
の
神
秘
』『
家
相
の
神
秘
』『
方
位
の
神
秘
』

と
同
枠
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
広
告
欄
以
外
で
も
、
芥
川
龍
之
介
と
大
仏
次
郎
の
人
相
を
論
じ

た
「
顔
に
よ
る
運
命
判
断
」５
、
同
じ
く
著
名
人
の
人
相
判
断
記
事

「
観
相
学
か
ら
観
た
シ
ヨ
ウ
翁
」６
「
観
相
学
か
ら
観
た
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
」７

や
、「
顔
に
よ
る
運
命
判
断
」８ 
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
は
「
骨
相
学
」
と
は
称
し
て
い
な
い
が
、
顔
か
ら
人
の
性
格
を

推
し
量
る
こ
と
へ
の
人
々
の
興
味
が
感
じ
ら
れ
る
。

二　

骨
相
学
と
人
種
観

さ
て
、
一
郎
の
「
骨
相
学
」
的
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
彼
は
「
色
々
な
人
種
系
統
の
特
徴
」
の

「
取
り
合
は
せ
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

・「
こ
の
少
年
の
血
色
が
、
日
本
人
と
し
て
は
白
す
ぎ
る
事
」

・「
蒙モ
ン
古ゴ

リ

ア
人
種
系
統
を
代
表
致
し
て
居
り
ま
す
の
は
、
素
直
な
、
黒

い
髪
毛
の
生
え
際
と
、
鼻
の
中
の
内
部
の
形
」

・「
顔
の
形
は
拉ラ
テ
ン甸
系
統
の
ふ
く
ら
み
を
持
つ
た
卵
型
」

・「
眉
と
、
睫
毛
が
、
絵
筆
で
描
い
た
よ
う
に
濃
く
長
く
て
、
眼
の

縁
の
隈
が
ド
コ
と
な
く
青
ず
ん
で
見
え
ま
す
る
と
こ
ろ
は
、
何
と
い

つ
て
も
ア
イ
ヌ
式
」

・「
鼻
の
外
見
的
な
恰
好
は
純
然
た
る
希
臘
型
」

・「
頬
か
ら
腮あ
ご
へ
か
け
て
の
抛
物
線
と
、
小
さ
な
薄
い
唇
が
、
ハ
ツ

キ
リ
と
波
打
つ
て
ゐ
る
恰
好
を
見
ま
す
る
と
、
我
国
の
古
い
仏
像
な

ど
に
残
つ
て
ゐ
る
ア
リ
ア
ン
系
統
の
手
法
を
聯
想
さ
せ
ま
す
」
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・「
腮
の
中
央
に
、
北
欧
人
種
式
の
凹
み
」

・「
純
拉
甸
型
の
薄
い
腮
を
持
つ
て
ゐ
る
」

こ
れ
は
同
時
代
に
骨
相
の
人
種
的
特
徴
を
見
分
け
る
書
も
日
本
で

出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
セ
ヴ
ァ
ー

ン
『
骨
相
学
』（
漱
文
堂
、
一
九
二
一
）。
同
書
の
「
第
十
四
章　

国

民
的
頭
脳
」
に
は
、「
英イ
ン
グ
ラ
ン
ド蘭
人
の
頭
」「
蘇ス
コ
ッ
ト格
蘭ラ
ン
ド
人
の
頭
」「
愛ア
イ
ル
ラ
ン
ド蘭

人
の
頭
」「
仏
蘭
西
人
の
頭
」「
独
逸
人
の
頭
」「
猶ユ
ダ
太ヤ

人
の
頭
」「
米

国
人
の
頭
」
の
特
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
呉
一
郎
は
中

国
の
一
千
百
年
前
の
画
家
・
呉
青
秀
の
子
孫
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
様
々
な
人
種
の
「
取
り
合
は
せ
」
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る

た
め
に
、
同
時
代
の
読
者
に
親
し
み
や
す
い
通
俗
科
学
を
持
ち
出
し

て
き
た
の
だ
。

三　

呉
一
郎
の
骨
相

骨
相
学
の
書
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
外
国
人
に
つ
い
て
の
言
説

を
参
照
す
る
と
、
一
郎
の
「
人
種
系
統
の
特
徴
」
と
の
共
通
点
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
三
―
一
で
は
呉
一
郎
の
外
見
的
特
徴
（
骨
相
）、
そ
れ

に
対
応
す
る
性
格
を
引
用
し
、
同
時
代
言
説
と
の
比
較
を
し
た
い
。

そ
し
て
三
―
二
で
は
骨
相
と
性
格
が
対
応
し
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
、
続
く
三
―
三
で
は
骨
相
の
み
に
注
目
し
て
い
る
部
分
を
見
て
い

く
。

三
―
一　

骨
相
と
同
時
代
言
説

こ
の
「
骨
相
学
」
の
登
場
場
面
で
語
ら
れ
る
人
種
的
特
徴
の
解
釈

の
中
に
は
、
同
時
代
の
外
国
人
や
他
の
人
種
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と

相
通
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、「
眉
と
、
睫
毛
が
、
絵
筆
で
描
い
た
よ
う
に
濃
く
長
く

て
、
眼
の
縁
の
隈
が
ド
コ
と
な
く
青
ず
ん
で
見
え
ま
す
る
と
こ
ろ

は
、
何
と
い
つ
て
も
ア
イ
ヌ
式
で
︙
︙
」
と
い
う
外
見
的
特
徴
か
ら

導
か
れ
る
、「
ア
イ
ヌ
式
の
尊
崇
心
」
を
「
持
つ
て
い
る
」
と
い
う
解

釈
に
つ
い
て
。『
読
売
新
聞
』（
一
九
三
一
年
三
月
二
五
日
朝
刊
）「
金

田
一
京
助
氏
の
偉
業
」
に
は
、「
ア
イ
ヌ
は
祖
先
を
崇
拝
す
る
観
念
が

強
い
の
で
︙
︙
」
と
あ
り
、
当
時
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
「
尊
崇
心
」

「
崇
拝
す
る
観
念
が
強
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
、「
こ
ゝ
ろ
も
ち
薄
い
腮
の
中
央
に
、
北
欧
人
種
式
の
凹
み
が

あ
り
「
ど
こ
と
な
く
北
欧
人
種
式
の
隠
遁
的
な
、
高
雅
な
気
風
に
よ

つ
て
包
ま
れ
て
」
い
る
と
い
う
。『
神
話
伝
説
大
系　

第
五
巻
』（
松

村
武
雄
編
、
近
代
社
、
一
九
二
七
）
の
中
で
、
神
話
を
素
材
に
北
欧

人
の
性
質
を
論
じ
た
箇
所
が
あ
る
。

北
欧
人
の
性
情
的
特
色
は
、
忍
耐
力
が
強
く
、
冒
険
的
戦
闘
的

精
神
に
富
み
、
不
屈
の
勇
気
と
剛
健
の
気
象
と
に
豊
か
に
、
ま

た
彼
等
が
仰
ぐ
大
空
の
常
に
惨
と
し
て
悲
し
め
る
や
う
に
、
沈
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痛
厳
粛
で
あ
つ
て
、
そ
し
て
時
と
し
て
は
、
そ
れ
が
粗
剛
と
な

り
凄
惨
と
な
り
、
時
と
し
て
は
貴
む
べ
きheroism

と
な
り
、

grandeur

と
な
つ
た
。

「
厳
粛
」“grandeur ”

（
崇
高
・
荘
重

９
）
な
ど
、
本
文
中
の
「
高

雅
」
に
近
い
説
明
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
「
一
面
に
極
め
て
楽
天
的
な
、
呑
気
な
処
が
あ
り
な
が
ら
、

チ
ョ
ツ
ト
し
た
刺
戟
や
、
僅
か
な
環
境
の
変
化
に
も
す
ぐ
に
感
激
昂

奮
し
て
、
あ
た
り
構
は
ず
笑
つ
た
り
、
泣
た
り
、
怒
つ
た
り
す
る

︙
︙
一
口
に
申
せ
ば
極
め
て
気
の
変
り
易
い
、
仏
蘭
西
人
み
た
い
な

性
格
」
も
持
っ
て
い
る
と
語
ら
れ
る
。
セ
ヴ
ァ
ー
ン
『
骨
相
学
』「
仏

蘭
西
人
の
頭
」
に
は
、「
気
質
に
於
て
は
仏
蘭
西
人
は
多
血
質
に
し

て
、
熱
情
に
燃
え
多
情
多
感
で
あ
る
。
智
性
に
於
て
は
彼
は
観
察
に

敏
速
に
、
鋭
利
鮮
明
強
烈
に
し
て
弁
別
に
富
む
、
彼
は
興
奮
に
よ
る

の
外
は
固
執
を
欠
く
。
彼
は
不
断
の
努
力
に
よ
る
よ
り
も
圧
倒
的
勢

力
の
急
激
な
る
発
表
に
よ
り
て
目
醒
ま
し
き
事
業
を
遂
行
す
る
。」

と
あ
り
、
正
木
の
骨
相
学
的
解
釈
と
一
致
し
て
い
る
。

骨
相
学
上
の
特
徴
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、「
日
本
人
式

の
順
良
さ
」
と
い
う
性
格
は
、『
世
界
人
種
風
俗
大
観
』「
日
本
人
の

特
性
と
文
化
」（
中
摩
照
之
編
、
新
光
社
、
一
九
三
一
）
に
あ
る
「
日

本
人
は
可
動
性
に
富
み
、
適
応
性
に
富
み
、
勤
勉
に
し
て
忠
実
に
働

き
、
愛
情
に
富
ん
で
家
族
の
紐
帯
固
く
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
国
家
を

建
設
し
建
国
以
来
約
二
〇
〇
〇
年
間
、
曾
て
そ
れ
を
改
変
し
な
か
つ

た
。」
と
い
う
説
明
と
同
様
に
見
て
と
れ
な
く
も
な
い
。

三
―
二　

骨
相
と
性
格
の
対
応

他
に
も
、
一
郎
の
骨
相
の
各
部
を
人
種
的
特
徴
と
し
て
捉
え
、
そ

の
人
種
が
も
つ
性
格
と
結
び
つ
け
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

「
此
の
少
年
の
骨
相
の
中
で
、
純
粋
に
蒙
古
人
種
系
統
を
代
表
致

し
て
居
り
ま
す
の
は
、
素
直
な
、
黒
い
髪
毛
の
生
え
際
と
、
鼻
の
中

の
内
部
の
形
だ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
一
郎
に
は

「
大
陸
民
族
式
の
、
想
像
も
及
ば
な
い
執
拗
深
刻
、
且
、
兇
暴
残
忍
な

血
」
が
「
内
部
に
潜
み
流
れ
て
居
り
」、「
空
前
絶
後
的
な
怪
事
件
の

真
相
と
申
し
ま
す
の
は
、
要
す
る
に
此
の
少
年
の
鼻
の
中
に
隠
れ
て

居
り
ま
し
た
蒙
古
人
種
系
統
の
心
理
遺
伝
が
、
一
時
に
暴
れ
出
し
た

も
の
」
と
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
大
体
の
顔
の
形
は
拉
甸
系
統
の
ふ
く
ら
み
を
持
つ
た
卵

型
で
」、
こ
こ
か
ら
「
拉
甸
人
種
式
の
頭
の
良
さ
」
を
持
っ
て
い
る
と

さ
れ
る
。
一
郎
は
「
日
本
人
式
の
順
良
さ
と
、
ア
イ
ヌ
式
の
尊
崇
心

と
、
拉
甸
人
種
式
の
頭
の
良
さ
と
を
同
時
に
持
つ
て
」
お
り
、
要
す

る
に
「
年
齢
の
割
に
落
ち
着
い
た
、
物
静
か
な
性
格
」「
表
面
的
に
真

面
目
な
性
格
」
だ
と
い
う
。
そ
れ
ら
と
「
内
部
に
潜
」
む
蒙
古
人
種

系
統
の
「
凶
暴
残
忍
な
血
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
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三
―
三　

骨
相
へ
の
注
目

骨
相
に
注
目
し
た
部
分
は
ま
だ
あ
る
。

「
此
の
少
年
の
血
色
が
、
日
本
人
と
し
て
は
白
す
ぎ
る
」、「
そ
の
皮

膚
に
あ
ら
は
れ
た
日
本
人
独
特
の
健
康
色
の
下
を
流
る
ゝ
透
明
な
乳

白
色
は
、
明
ら
か
に
白
皙
人
種
の
血
が
、
こ
の
少
年
の
血
統
に
交
つ

て
居
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
」、「
所
謂
胡
人
と
称
せ
ら
れ
て
居
る
も

の
ゝ
血
が
加
は
つ
て
ゐ
た

１0
」
と
あ
る
。

他
に
、「
鼻
の
外
見
的
な
恰
好
は
純
然
た
る
希
臘
型
」、「
頬
か
ら
腮

へ
か
け
て
の
抛
物
線
と
、
小
さ
な
薄
い
唇
が
、
ハ
ツ
キ
リ
と
波
打
つ

て
ゐ
る
恰
好
を
見
ま
す
る
と
、
我
国
の
古
い
仏
像
な
ど
に
残
つ
て
ゐ

る
ア
リ
ア
ン
系
統
の
手
法
を
聯
想
さ
せ
ま
す
」、
そ
し
て
「
純
拉
甸
型

の
薄
い
腮
を
持
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
顔
の
形
か
ら
目
鼻
立
ち
、
唇
に
腮
、
は
て
は

血
色
に
至
る
ま
で
、
実
に
広
い
意
味
で
「
骨
相
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
。
骨
相
学
が
通
俗
化
し
て
き
た
時
代
を
反
映
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

結  

語

作
中
で
「
心
理
遺
伝
」
の
発
現
に
よ
っ
て
一
郎
は
殺
人
事
件
を
起

こ
す
。
こ
の
「
心
理
遺
伝
」
は
「
精
神
の
奥
底
の
深
い
と
こ
ろ
」
に

あ
り
、「
ど
う
か
し
た
拍
子
」
に
突
然
表
面
化
す
る
。
一
郎
の
場
合

は
、
呉
家
に
伝
わ
る
因
縁
の
絵
巻
物
（
祖
先
・
呉
青
秀
が
玄
宗
皇
帝

の
乱
心
を
諌
め
る
た
め
、
妻
を
縊
り
そ
の
死
体
の
腐
っ
て
ゆ
く
さ
ま

を
描
い
た
も
の
・
稿
者
注
）
を
見
る
と
、
死
体
を
求
め
る
青
秀
の
遺

伝
心
理
が
表
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
見
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
心
理
」
遺

伝
（
内
面
の
遺
伝
）
を
、
精
神
科
学
の
理
論
で
説
明
す
る
の
と
は
ま

た
別
の
位
相
か
ら
語
る
方
法
と
し
て
、
外
見
の
特
徴
か
ら
内
面
を
見

出
せ
る
術
と
し
て
流
行
し
て
い
た
骨
相
学
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
作
中
の
骨
相
学
は
「
脳
頭
蓋
」
か
ら
性
格
を
み
る
と
い
う
、

や
や
分
か
り
づ
ら
い
本
来
の
骨
相
学
を
離
れ
、
巷
間
で
流
行
し
て
い

る
人
相
術
的
「
骨
相
学
」
に
近
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
人
種
別
「
骨

相
学
」
を
取
り
入
れ
て
、
中
国
人
祖
先
の
心
理
遺
伝
を
受
け
継
い
で

い
る
だ
け
で
な
く
様
々
な
人
種
の
寄
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
設
定

に
説
得
力
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｆ
・
Ｊ
・
ガ
ル
創
始
の
骨
相
学
は
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
か
ら
そ
の

純
粋
な
形
を
失
い
、
人
相
術
、
占
い
、
人
種
観
と
の
独
特
な
結
び
つ

き
を
も
っ
た
。
こ
の
通
俗
「
骨
相
学
」
の
活
用
例
が
『
ド
グ
ラ
・
マ

グ
ラ
』
の
一
場
面
か
ら
窺
え
よ
う
。
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【
注
】

１　
『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
・
三
～
四

２　

ウ
ィ
ル
レ
ム
・
チ
ャ
ン
ブ
ル
、
ロ
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
ン
ブ
ル
編
、
文
部
省

３　
『
明
治
大
正
人
物
事
典　

Ⅱ
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
一
・
七

４　

寺
田
精
一
『
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
犯
罪
人
論
』
巖
松
堂
書
店
、
一
九
一
七
・
九

５　
『
読
売
新
聞
』
一
九
三
三
・
二
・
二
七
、
朝
刊

６　

同
右
、
一
九
三
三
・
三
・
四
、
朝
刊

７　

同
右
、
一
九
三
三
・
三
・
五
、
朝
刊

８　

同
右
、
一
九
三
三
・
四
・
三
、
朝
刊

９　
『
新
英
和
大
辞
典
』
研
究
社
、
一
九
八
〇

10　
「
胡
人
」
と
は
、
古
代
中
国
人
が
用
い
た
塞
外
人
の
汎
称
。
こ
の
胡
人
の
血

が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
一
郎
の
祖
先
・
呉
青
秀
が
胡
人
で
あ
っ
た

こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
青
秀
の
生
き
た
玄
宗
皇

帝
の
時
代
は
西
ア
ジ
ア
の
ソ
グ
ド
人
や
ぺ
ル
シ
ア
の
西
域
人
も
胡
人
と
呼
ば

れ
た
の
だ
が
、
作
中
で
玄
宗
皇
帝
に
対
し
「
謀
反
を
起
し
た
」
と
言
及
さ
れ
る

安
禄
山
は
ソ
グ
ド
系
で
あ
っ
た
。
ま
た
ソ
グ
ド
人
は
「
中
国
国
内
で
の
通
商
活

動
」
や
「
西
方
の
文
物
の
中
国
へ
の
導
入
」
な
ど
の
活
動
を
し
て
お
り
、
決
し

て
「
少
数
の
も
の
め
ず
ら
し
い
外
国
人
で
は
な
か
っ
た
」
よ
う
だ
（『
ア
ジ
ア

の
歴
史
と
文
化
８
［
中
央
ア
ジ
ア
史
］』
竺
沙
雅
章
、
同
朋
社
、
一
九
九
九
・

四
）。
こ
の
問
題
は
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記

　

作
品
の
引
用
は
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ　

覆
刻
』（
沖
積
舎
・
一
九
九
五
・
八
）

に
よ
る
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
傍
線
は
全
て

稿
者
に
よ
る
。
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立
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前
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生
）


